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■
渡
良
瀬
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

渡
良
瀬
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
支
援
者
の

G
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か
ら

ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
が
資
金
提
供
を
受
け
て
、

連
携
主
体
の
「
渡
良
瀬
遊
水
地
コ
ウ
ノ
ト

リ
・
ト
キ
定
着
推
進
協
議
会
（
以
下
、
定

着
推
進
協
議
会
）」
が
、
渡
良
瀬
遊
水
地

と
そ
の
周
辺
で
絶
滅
危
惧
種
コ
ウ
ノ
ト
リ

を
含
む
地
域
の
動
植
物
の
湿
地
生
息
地
の

保
全
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
2
0
2
5

年
で
Ⅰ
期
が
終
了
し
、
2
0
2
6
年
か
ら

Ⅱ
期
目
に
入
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
3
つ
の
柱
が
あ
り
ま
す
。

第
一
は
、
湿
地
の
重
機
に
よ
る
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
で
す
。
放
置
す
れ
ば
乾
燥
化
や
ヤ
ナ

ギ
類
の
繁
茂
に
よ
り
湿
地
特
有
の
環
境
が

失
わ
れ
る
た

め
、
支
援
金

を
活
用
し
て

草
刈
り
や
表

土
の
浅
い
掘

削
を
実
施
。

地
表
に
凹
凸

を
つ
く
る
こ

と
で
水
た
ま

り
や
多
様
な

微
環
境
が
生

ま
れ
、
水
生

昆
虫
や
小
魚

な
ど
が
増
え
、

上
位
捕
食
者
で
あ
る
鳥
類
の
餌
資
源
が
豊

か
に
な
り
ま
す
。
第
二
は
、
水
田
ビ
オ
ト

ー
プ
の
整
備
で
す
。
周
辺
水
田
は
鳥
類
の

重
要
な
採
餌
地
で
す
が
、
中
干
し
や
冬
期

の
落
水
で
生
物
が
減
少
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
水
路
脇
に
通
年
湛た
ん
す
い水

す
る

「
江え

」
を
設
け
た
り
、
冬
も
水
を
張
る
「
ふ

ゆ
み
ず
た
ん
ぼ
」
を
推
進
し
た
り
す
る
こ

と
で
、
ド
ジ
ョ
ウ
や
カ
エ
ル
な
ど
が
通
年

生
息
で
き
る
環
境
を
整
え
、
農
業
と
生
物

多
様
性
の
両
立
を
図
っ
て
い
ま
す
。
第
三

は
環
境
教
育
（
C
E
P
A
）
活
動
で
す
。

『
渡
良
瀬
遊
水
地 

歴
史
・
自
然
ガ
イ
ド
マ

ッ
プ
』
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
写
真
展
等
の

普
及
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
子
ど
も
や
地

域
住
民
が
遊
水
地
の
治
水
・
利
水
・
生
態

系
の
役
割
を
学
び
、「
自
分
た
ち
の
自
然
」

を
守
る
意
識
を
育
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大
き
な
シ
ン
ボ

ル
が
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
で
す
。
か
つ
て
日
本

で
一
度
絶
滅
し
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
、
野
外

絶
滅
後
に
東
日
本
で
初
め
て
2
0
2
0
年

に
渡
良
瀬
遊
水
地
で
繁
殖
し
て
、
大
空
を

舞
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
2
0
2
5

年
の
冬
に
は
、
渡
良
瀬
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
た
湿
地
に
20
羽
を
超
え

る
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
降
り
立
ち
ま
し
た
。

ま
ず
、
湿
地
の
保
全
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。
環
境
学
習
フ
ィ
ー
ル
ド
3
、
大
型

鳥
類
休
息
実
験
地
や
湿
潤
環
境
形
成
実
験

地
等
の
池
の
周
辺
を
除
草
し
、
重
機
に
よ

る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
実
施
し
て
、
失
わ
れ

た
水
面
を
再
生
し
ま
し
た
。
Ⅰ
期
の
目
標

面
積
は
20
ha
で
し
た
が
、
30
・
7
9
ha
を

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
ま
し
た
。
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
し
て
水
辺
の
ヨ
シ
や
ガ
マ
を
除
去
し

た
場
所
が
ク
リ
ー
ク
の
よ
う
に
な
っ
て
、

2
0
2
5
年
3
月
に
は
ギ
ン
ブ
ナ
の
の
っ

こ
み
（
浅
場
へ
の
移
動
）、
5
月
に
は
コ

イ
の
の
っ
こ
み
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
は
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し

て
い
る
重
機
の
周
辺
で
採
餌
す
る
様
子
も

観
察
さ
れ
ま
し
た
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
後
は
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
た
場
所
で
の
コ
ウ
ノ

ト
リ
の
採
餌
が
頻
繁
に
観
察
さ
れ
ま
し
た
。

シ
ギ
や
チ
ド
リ
の
渡
り
の
時
期
の
初
夏
と

秋
に
は
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
て
土
砂
を
引

き
な
ら
し
て
裸
地
に
な
っ
た
場
所
で
、
シ

ギ
や
チ
ド
リ
が
休
息
す
る
姿
を
観
察
で
き

ま
し
た
。

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
す
る
こ
と
で
、
植
物
の

遷
移
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
、
撹か
く
ら
ん乱

依
存
種
が

発
生
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、
マ
ル
バ
ノ
サ

ワ
ト
ウ
ガ
ラ
シ
、
タ
コ
ノ
ア
シ
、
コ
イ
ヌ

ガ
ラ
シ
、
ヒ
メ
シ
ロ
ア
サ
ザ
、
ミ
ズ
マ
ツ

バ
な
ど
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ヌ

タ
ヌ
キ
モ
の
発
生
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
、
湿
地
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
す

る
こ
と
で
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
以
外
の
動
植
物

に
と
っ
て
も
良
好
な
環
境
を
提
供
で
き
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

「
ふ
ゆ
み
ず
た
ん
ぼ
」
で
は
、
定
着
し

て
い
る
ペ
ア
で
あ
る
「
ひ
か
る
」
と
「
レ

イ
」
の
採
餌
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

■�

渡
良
瀬
遊
水
地
コ
ウ
ノ
ト
リ
・
ト
キ

定
着
推
進
協
議
会
に
つ
い
て

定
着
推
進
協
議
会
の
渡
良
瀬
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
以
外
の
活
動
に
つ
い
て
も
紹
介
し
ま

す
。
定
着
推
進
協
議
会
は
、
地
域
住
民
や

民
間
団
体
、
行
政
機
関
等
が
連
携
し
て
渡

良
瀬
遊
水
地
に
お
け
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
・
ト

キ
の
野
生
復
帰
の
よ
り
よ
い
在
り
方
を
検

討
し
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
・
ト
キ
の
個
体
保
護

や
生
息
環
境
整
備
を
実
施
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
2
0
2
5
年
は
、
①

コ
ウ
ノ
ト
リ
観
察
ガ
イ
ド
、
②
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
ヒ
ナ
の
命
名
お
よ
び
命
名
式
、
③
コ

ウ
ノ
ト
リ
に
関
す
る
情
報
共
有
、
④
傷
病

個
体
へ
の
対
応
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
観
察
ガ
イ
ド
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。
観
察
ガ
イ
ド
は
、
コ

ウ
ノ
ト
リ
の
ヒ
ナ
の
孵ふ

か化
〜
概お
お
むね
ヒ
ナ
の

巣
立
ち
ま
で
の
土
日
と
祝
祭
日
に
行
い
ま

す
。
2
0
2
5
年
は
、
観
察
ガ
イ
ド
を
公

募
し
て
20
名
が
参
加
し
、
小
山
市
生
井
の

コ
ウ
ノ
ト
リ
観
察
デ
ッ
キ
で
18
日
間
実
施

し
ま
し
た
。
見
学
者
は
1
日
平
均
で 

1
4
4
・
5
人
で
し
た
。
観
察
ガ
イ
ド
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
た
く
さ
ん
の
人
が

コ
ウ
ノ
ト
リ
を
見
て
、 

幸
せ
な
気
持
ち
で

帰
っ
て
い
く
こ
と
」、「
年
々
遠
方
か
ら
の

訪
問
者
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
ま

た
、
訪
問
者
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
へ
の
関
心
の

高
ま
り
を
感
じ
る
」
等
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

渡良瀬遊水地のコウノトリ（2025 年 12 月）

「ふゆみずたんぼ」で採餌するコウ
ノトリの「ひかる」と「レイ」

マルバノサワ
トウガラシ

特
定
非
営
利
活
動
法
人
わ
た
ら
せ
未
来
基
金
　
理
事
長

（
渡
良
瀬
遊
水
地
コ
ウ
ノ
ト
リ
・
ト
キ
定
着
推
進
協
議
会
　
会
長
）　
青
木
章
彦

渡
良
瀬
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
が

現
れ
て
い
ま
す
！



2Ramnet-J Newsletter  Vol.63

両
県
知
事
と
子
ど
も
た
ち
の
対
談
、
さ

ら
に
松
江
出
身
で
シ
ジ
ミ
漁
師
の
息
子

で
も
あ
る
「
青
山
フ
ォ
ー
ル
勝
ち
」
さ

ん
が
所
属
す
る
お
笑
い
グ
ル
ー
プ
「
ネ

ル
ソ
ン
ズ
」
に
よ
る
ト
ー
ク
コ
ー
ナ
ー

な
ど
、
会
場
は
終
始
に
ぎ
や
か
な
雰
囲

気
で
し
た
。

米
子
水
鳥
公
園
か
ら
は
、
中
海
周
辺

で
ふ
だ
ん
か
ら
自
然
に
つ
い
て
学
ん
で

い
る
小
学
生
の
「
子
ど
も
ラ
ム
サ
ー
ル

ク
ラ
ブ
」
の
メ
ン
バ
ー
5
名
と
、
卒
業

生
を
中
心
に
構
成
さ
れ
る
「
Jr.
レ
ン
ジ

ャ
ー
ク
ラ
ブ
」
代
表
の
伏
谷
太
葉
さ
ん

（
高
校
3
年
生
）が
参
加
し
ま
し
た
。
伏

谷
さ
ん
は
中
海
の
ラ
ム
サ
ー
ル
登
録
後

に
生
ま
れ
た
世
代
で
、
子
ど
も
ラ
ム
サ

ー
ル
ク
ラ
ブ
時
代
か
ら
10
年
以
上
に
わ

た
り
米
子
水
鳥
公
園
で
学
び
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
き
た
若
者
で
す
。

今
回
の
節
目
の
事
業
を
通
じ
て
、
次
世

代
の
確
か
な
成
長
を
感
じ
る
と
と
も
に
、

中
海
干
拓
・
淡
水
化
事
業
を
経
て
守
ら

れ
て
き
た
中
海
・
宍
道
湖
の
自
然
を
、

こ
れ
か
ら
も
未
来
へ
伝
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

汽
水
湖
で
す
が
、
下
流
に
あ
る
中
海
の

塩
分
濃
度
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
斐
伊
川
水
系
に
は
約
40
万
人
が
暮
ら

し
て
お
り
、
流
域
各
自
治
体
は
毎
年
協

力
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
保
全
活
動
や

交
流
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
に
島
根
県
と
鳥
取
県
は
、
同
一
の

水
系
を
共
有
す
る
こ
と
か
ら
、
ラ
ム
サ

ー
ル
条
約
登
録
を
契
機
に
合
同
で
の
取

り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

毎
年
6
月
の
第
2
日
曜
日
に
は
、
両
県

か
ら
約
5
千
人
が
参
加
す
る
中
海
・
宍

道
湖
一
斉
清
掃
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
ラ

ム
サ
ー
ル
交
流
事
業
や
、
湖
の
魅
力
を

生
か
し
た
バ
イ
ク
＆
ラ
ン
な
ど
、
多
様

な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
複
数

の
都
道
府
県
に
ま
た
が
る
ラ
ム
サ
ー
ル

サ
イ
ト
は
国
内
で
も
珍
し
く
、
両
県
が

協
力
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
取
り

組
み
は
、
大
型
湖
沼
に
お
け
る
先
進
的

な
事
例
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
20
周
年
記
念
事
業
も
、
両
県

の
共
催
で
し
た
。
会
場
1
階
で
は
「
中

海
・
宍
道
湖
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
」
と

し
て
、
地
域
団
体
に
よ
る
特
産
品
マ
ル

シ
ェ
、
展
示
、
体
験
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
中
海
の
海
藻
を
肥

料
と
し
て
使
っ
た
お
米
で

作
る
お
む
す
び
や
、
宍
道

湖
産
シ
ジ
ミ
汁
の
提
供
も

あ
り
、
多
く
の
来
場
者
が

地
域
の
恵
み
を
味
わ
い
ま

し
た
。
テ
ル
サ
ホ
ー
ル
で

は
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
に

よ
る
学
習
成
果
の
発
表
、

2
0
2
5
年
11
月
16
日
、
島
根
県
松

江
市
の
松
江
テ
ル
サ
に
お
い
て
、
島
根

県
・
鳥
取
県
両
知
事
を
迎
え
、「
中
海
・

宍
道
湖
ラ
ム
サ
ー
ル
20
周
年
フ
ェ
ス

タ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
イ
ベ
ン

ト
は
、
中
海
・
宍
道
湖
の
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
登
録
20
周
年
を
記
念
し
て
両
県
が

共
同
で
企
画
し
た
も
の
で
、
地
域
の
自

然
環
境
の
価
値
を
再
確
認
し
、
次
世
代

へ
継
承
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

中
海
は
日
本
で
5
番
目
の
大
き
さ
を

誇
る
汽
水
湖
で
、
島
根
県
と
鳥
取
県
に

ま
た
が
っ
て
い
ま
す
。
隣
接
す
る
宍
道

湖
は
日
本
で
7
番

目
の
大
き
さ
を
持

ち
、
大
橋
川
を
通

じ
て
斐
伊
川
水
系

と
し
て
一
つ
の
流

域
を
形
成
し
て
い

ま
す
。
ど
ち
ら
も

イベントでのブースの様子

イベントでは島根・鳥取両県知事が
肩を並べる

伏谷さんと子どもラムサールクラブの発表の様子

会場での子供たちの発表の様子

米子水鳥公園　館長
神谷　要

中海・宍道湖

ラムサール20周年フェスタ

昨年10月から今年2月にかけて、沖
縄島東海岸の広範囲において、極めて
異例な「冬季のサンゴ白化現象」が発生
しています。通常、サンゴの白化は夏
場の高水温によって褐虫藻が失われる
ことで起こります。海水温が下がる冬
期にこれほどの規模で白化が確認され
るのは、記録上、類を見ない事態です。

日本自然保護協会の調査では、うる
ま市の 4 地点、名護市大浦湾の 2 地点
で多種多様なサンゴの白化を確認しま
した。さらに名護市天仁屋や金武湾レッ
ドビーチでも、異なる水深で多くの種が
白化していることが確認されています。

日本サンゴ礁学会の中野義勝会長は、
「40 年間沖縄の海に潜り続けていて初
めてのこと」だと、その異常さを指摘

しています。
今回の現象で最も不可解な点は、被

害が「沖縄本島の東海岸の一部」に限
定されていることです。慶良間、久米
島、石垣、西表といった沖縄の離島や、
沖縄島西海岸、奄美群島の協力者から
は、同様の報告は届いていません。一
般に沖縄島の東海岸は西海岸よりも水
温が 2 度ほど低いため、単純な高水温
だけでは説明がつかない可能性が浮上
しています。

被害は、造礁サンゴであるミドリイ
シ、コモンサンゴ、クサビライシ、ハ
マサンゴ、ハナヤサイサンゴから、八
方サンゴのアオサンゴまで、極めて多
くの種に及んでいます。水深もリーフ
内の浅瀬から20mを超える深場まで、

広範囲にわたっています。
仮に陸域からの赤土流入や工事等の

人為的影響であれば、発生源から離れ
るほど被害は軽減されるはずですが、
今回は発生源から遠い場所でも広範囲
に白化が確認されています。一方で、
何らかの自然現象（海流の変化等）だ
としても、沖縄島南部や西海岸、北部
楚洲では一切見られないなど、範囲が
限定的です。

12月という時期に、なぜこの特定エ
リアのみで発生しているのか。この不
可思議な現象について、今後も注視し、
原因究明を続けていく必要があります。

名護市
天仁屋

勝連半島

サンゴの白化が
見られた海域

沖縄島

白化したサンゴ
（中野義勝さん撮影）

日本自然保護協会　自然のちから推進部／ラムネット J 理事　安部真理子
沖縄本島東海岸におけるサンゴの冬季の異例な白化現象について
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報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。
止
ま
ら
な
い
公

共
事
業
に
よ
る
湿
地
破
壊
、
事
業
評
価

の
仕
組
み
と
そ
の
展
望
、
昆
明
・
モ
ン

ト
リ
オ
ー
ル
生
物
多
様
性
枠
組
タ
ー
ゲ

ッ
ト
3
（30by30

）
達
成
の
た
め
の

努
力
な
ど
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
詳
細
は
、

当
日
資
料
「
公
共
事
業
と
湿
地
保
全
」

（https://bit.ly/4calcyC

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

2
日
目
は
、
朝
か
ら
エ
ク
ス
カ
ー
シ

ョ
ン
に
行
き
ま
し
た
。C
C
Z
（
民
間

人
出
入
統
制
区
域
）
に
入
り
、
韓
国
と

北
朝
鮮
の
国
境
の
様
子
や
、
そ
こ
で
羽

を
休
め
る
多
く
の
鳥
た
ち
を
視
察
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
カ
メ
ラ
は
厳
格

に
規
制
さ
れ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
も
写

真
機
能
が
あ
る
も
の
は
レ
ン
ズ
に
テ
ー

プ
が
貼
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ

の
た
め
、
日
本
人
参
加
者
は
カ
メ
ラ
も

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
も
持
ち
込
み
ま
せ
ん

で
し
た
（
た
だ
、
韓
国
の
人
は
平
気
で

ス
マ
ホ
に
よ
り
記
念
写
真
を
撮
っ
て
い

ま
し
た
）。

イ
ム
ジ
ン
ガ
ン
沿
い
に
、
ナ
ベ
ヅ
ル

や
タ
ン
チ
ョ
ウ
、
ガ
ン
が
1
0
0
羽
ほ

ど
混
在
し
て
羽
を
休
め
て
い
ま
し
た
。

そ
の
他
、
多
数
の
ク
ロ
ハ
ゲ
ワ
シ
が
空

を
舞
っ
て
お
り
、
コ
ウ
ラ
イ
ア
イ
サ
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
北
を
望
む

台
風
展
望
台
で
は
、
38
度
線
を
挟
ん
だ

攻
防
が
詳
し
く
説
明
さ
れ
、
今
も
休
戦

中
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
緊
張
感
を
感
じ

ま
し
た
。

本
当
に
素
晴
ら
し
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

あ
り
、
準
備
し
て
い
た
だ
い
た
関
係
者

の
方
、
特
に
K
W
N
N
の
キ
ム
・
ス
ン

レ
さ
ん
、
マ
・
ヨ
ン
ウ
ン
さ
ん
、
ハ
ン
・

ド
ン
ウ
ク
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

イ
ポ
湿
地
、
台
北
・
関
渡
湿
地
が
紹
介

さ
れ
、
ぜ
ひ
訪
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
ヨ
ン
チ
ョ
ン
郡
観
光
課
の
ユ
・

ミ
オ
ン
さ
ん
、
地
元
N
G
O
「
鳥
と
命

の
場
」
ペ
ク
・
ス
ン
ガ
ン
さ
ん
か
ら
は
、

ヨ
ン
チ
ョ
ン
が
ユ
ネ
ス
コ
の
3
つ
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
の
登
録
地
で
あ
る
こ
と
や
、

ヨ
ン
チ
ョ
ン
の
水
鳥
（
オ
オ
ヒ
シ
ク
イ
、

マ
ナ
ヅ
ル
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
、
コ
ウ
ラ
イ

ア
イ
サ
な
ど
）
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
か
ら
は
、
2
0
2
1
年
に
湿
地
が

ラ
ム
サ
ー
ル
登
録
さ
れ
、
2
0
2
2
年

に
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
都
市
に
認
証

さ
れ
た
出
水
市
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参

加
で
ラ
ム
サ
ー
ル
推
進
室
の
前
田
直
子

さ
ん
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。「
鳥
と
共

に
生
き
る
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
ラ
ム

サ
ー
ル
湿
地
登
録
と
出
水
の
未
来
に
つ

い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
、
ヨ
ン
チ
ョ
ン

に
も
参
考
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

第
2
部
は
、
公
共
事
業
と
湿
地
保
全

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
多
く
の
報
告
が

さ
れ
ま
し
た
。
韓
国
側
か
ら
は
、
チ
ャ

ン
・
ヨ
ン
チ
ャ
ン
さ
ん
（
オ
ー
シ
ャ
ン

研
究
所
）、
ハ
ン
・
ド
ン
ウ
ク
さ
ん
（
エ

コ
コ
リ
ア
P
G
A
研
究
所
）、
チ
ョ
ン
・

イ
ン
チ
ョ
ル
さ
ん
（
国
立
公
園
を
守
る

市
民
の
会
）、
オ
・
ギ
チ
ュ
ル
さ
ん
（
社

会
大
改
革
委
員
会
委
員
）
か
ら
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
日
本
側
か
ら
は
、
陣
内

隆
之
さ
ん
（
公
共
事
業
改
革
市
民
会

議
）、
菅
波
完
さ
ん
（
有
明
海
漁
民
・

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）、
安
部
真
理
子

さ
ん
（
海
の
生
き
物
を
守
る
会
）
か
ら

2
月
28
日
か
ら
3
月
1
日
に
か
け
て
、

韓
国
・
ヨ
ン
チ
ョ
ン
（
漣
川
）
に
お
い

て
第
20
回
日
韓
N
G
O
湿
地
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ヨ
ン
チ
ョ
ン

郡
は
、
北
朝
鮮
と
の
国
境
の
町
で
、
区

域
の
93
％
が
軍
事
施
設
関
連
の
た
め
開

発
が
制
限
さ
れ
て
お
り
、
幸
か
不
幸
か

豊
か
な
自
然
が
残
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
第
1
部
は
、

イ
ム
ジ
ン
ガ
ン
（
臨
津
江
）
と
ハ
ン
タ

ン
ガ
ン
（
漢
灘
江
）
と
い
う
河
川
を
中

心
に
し
た
地
元
湿
地
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
登
録
を
目
指
す
ヨ
ン
チ
ョ
ン
郡
の
動

き
を
後
押
し
す
る
内
容
で
し
た
。
ま
ず
、

東
ア
ジ
ア
・
ラ
ム
サ
ー
ル
地
域
セ
ン
タ

ー
（
R
R
C-

E
A
）
所
長
の
ソ
・
ス

ン
オ
さ
ん
か
ら
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の

概
要
、
体
系
的
な
湿
地
管
理
の
重
要
性

に
つ
い
て
平
易
な
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。

湿
地
管
理
の
成
功
例
と
し
て
、
自
治
体

が
N
G
O
に
業
務
委
託
し
た
香
港
・
マ

韓
国
に
お
け
る

湿
地
の
保
全
と
開
発

ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
共
同
代
表
　
永
井
光
弘

藤
前
干
潟
を
守
る
会
　
西
　
亮
憲

CCZ 内のナベヅルとタンチョウ

今回のフォーラムの会場参加者

報
告  

第
20
回 

日
韓
N
G
O
湿
地
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
韓
湿
地
N
G
O
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
引
き

続
き
、
2
0
2
6
年
3
月
1
日
～
4
日
に

韓
国
各
地
の
湿
地
を
訪
れ
ま
し
た
。

●
シ
フ
ァ
湖

堤
防
建
設
に
よ
っ
て
水
質
が
悪
化
し
た

も
の
の
、
海
水
の
再
導
入
や
潮
力
発
電
の

整
備
に
よ
っ
て
環
境
回
復
が
進
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
開
発
に
よ
っ
て
深
刻
な
環
境

問
題
が
生
じ
た
地
域
で
も
、
適
切
な
対
策

と
市
民
参
加
に
よ
っ
て
環
境
の
回
復
が
可

能
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
重
要
な

の
は
問
題
を
前
に
し
て
諦
め
な
い
姿
勢
で

す
。
行
政
だ
け
で
な
く
市
民
や
地
域
社
会

が
関
わ
り
続
け
た
こ
と
で
シ
フ
ァ
湖
は
再

生
へ
と
向
か
い
、
地
域
社
会
の
力
強
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

●
セ
マ
ン
グ
ム

全
長
約
12
km
の
防
潮
堤
に
よ
っ
て
海
域

を
閉
め
切
っ
た
世
界
最
大
級
の
干
拓
事
業

で
す
。
韓
国
の
公
共
事
業
の
規
模
の
大
き

さ
が
日
本
と
比
べ
て
桁
違
い
で
そ
の
大
胆

さ
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

一
方
で
、
土
地
利
用
や
水
管
理
の
方
針
が

曖
昧
な
巨
大
開
発
で
あ
る
こ
と
に
違
和
感
を

覚
え
ま
し
た
。
シ
フ
ァ
湖
と
セ
マ
ン
グ
ム
は

い
ず
れ
も
大
規
模
な
沿
岸
開
発
で
す
が
、
環

境
再
生
が
進
ん
だ
場
所
と
、
今
も
開
発
と
保

全
の
方
向
性
が
模
索
さ
れ
て
い
る
場
所
と
い

う
対
照
的
な
姿
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

●
ナ
ク
ト
ン
ガ
ン

韓
国
最
長
の
河
川
で
、
河
口
部
で
は
新
空

港
建
設
計
画
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
も
公
共
事
業
の
規
模
の
大
き
さ
を
実
感
し

ま
し
た
。
ま
た
、
藤
前
干
潟
を
は
る
か
に
超

え
る
ス
ケ
ー
ル
に
も
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
日

韓
で
開
発
や
保
全
の
対
象
と
な
る
規
模
が
異

な
る
背
景
に
は
、
地
震
な
ど
国
土
条
件
に
よ

る
都
市
構
造
や
開
発
の
制
約
の
違
い
も
関
係

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
環

境
保
全
と
開
発
の
あ
り
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

国
の
自
然
条
件
や
社
会
背
景
と
も
深
く
関
わ

っ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

ご
案
内
い
た
だ
い
た
方
々
の
地
域
の
湿
地

に
対
す
る
誇
り
、
価
値
を
守
ろ
う
と
す
る
姿

勢
に
深
く
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
日

韓
で
20
回
に
わ
た
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ

れ
、
湿
地
保
全
と
い
う
共
通
目
標
の
も
と
交

流
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
も
感
動
し
ま
し
た
。

貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
ラ
ム
ネ
ッ
ト

J
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
韓
国
の
皆
さ
ま
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ナクトンガン
＊この記事の詳細版が以下のURLにあります。 
　https://ramnet-j.org/report/1412

セマングム

シファ湖
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ラムサール・ネットワーク日本（ラムネットJ）の活動は、会員の皆様からの会費や、
カンパ、助成金などでまかなっています。ぜひ、ラムネットJのサポーター（一般賛助
会員）になって会の活動を支援してください。もっと積極的に湿地保護にかかわりたい
方は、会の運営や活動を担う一般正会員としての入会をお待ちしています。そのほか、
団体や企業としての入会も可能です。詳しくは事務局までお問い合わせください。

会員の特典
機関誌「ラムネットＪニュースレター」を送付するほか、会員限定のメーリングリスト
に参加できます。ラムネットJが主催する催しの参加費が割引になる場合もあります。
入会申込方法

●郵便振替　郵便振替用紙（払込取扱票）の通信欄に、ご希望の会員種別、お名前、住
所、電話番号、Eメールアドレスをご記入の上、年会費をお振り込みください。一般銀
行から振り込む場合は（払込取扱票への記入ができませんので）振り込み後に上記の申
込事項をEメール、FAX、郵便等で右記の事務局までお知らせください。
●ウェブサイト　一般賛助会員、一般正会員については、ウェブサイトからオンラインで
の入会も可能です。https://www.ramnet-j.org/join/にアクセスし、「入会申込フォ
ーム」に記入して送信してください。年会費は郵便振替でご送金いただくか、オンライ
ン決済サイトSyncable（シンカブル）からクレジットカードで送金することも可能です。

振　込　先
ゆうちょ銀行　 振替口座 00140-0-765702　ラムサール・ネットワーク日本

（一般銀行から）�ゆうちょ銀行　〇一九（ゼロイチキュウ）店 
 　当座預金 0765702　ラムサール　ネットワークニホン

会員
種別

正会員 賛助会員
総会での議決権が

あります
総会での議決権が

ありません
一　般 1口� 5,000円 1口� 2,000円
団　体 1口� 10,000円 1口� 10,000円
特　別 50,000円 以上 30,000円 以上
企　業 − 1口�100,000円

ラムサール・ネットワーク日本  会員募集 !!
会員種別と入会申込金（年会費）

年会費（入会金）
年会費は毎年4月から翌年3月までの1年分です。
入会初年度は、年度途中の入会でも入会金として
1年分の会費をいただきます。2 〜 3月に入会の
場合、初年度の年会費（入会金）は無料となり、
4月からの次年度の年会費としていただきます。

事　務　局
NPO法人 ラムサール・ネットワーク日本
〒110-0016  東京都台東区台東1−12−11
青木ビル3F　TEL/FAX 03-3834-6566
Eメール info ramnet-j.org

　ラムネット J は 4 月から新年度となります。会員の
皆さまには、このニュースレターに同封して郵便振替
用紙をお送りしましたので、2026 年度の年会費の納
入をお願いします。会員や会費に関する詳細は下の「会
員募集」案内をご覧ください。
　クレジットカードでのお支払いをご希望の
方は、右の QR コードまたは以下の URL から
決済サイトの Syncable をご利用ください。
　https://syncable.biz/associate/RamnetJ

　Syncable に登録済みの方は、毎年 4 月 1 日に自動更
新、カード決済となりますので郵便振替用紙はお送り
しておりません。どうぞよろしくお願いします。

2026年度ラムネットJ会費納入のお願い

　「グリーンウェイブ」は、生物多様性条約事務局の呼
びかけによって始まった、生物多様性の向上を目的と
する国際的なキャンペーンです。この取り組みを湿地
にも広げるために、ラムネット J では毎年、5 月 22 日
の「国際生物多様性の日」を中心とした数カ月間、湿
地保全キャンペーン「湿地のグリーンウェイブ」を、登
録団体を募って展開しています。
　今年も「湿地のグリーンウェイブ 2026」として、4 月
から 7 月にかけて、自然観察会、田植え、清掃活動、
外来生物の駆除、学習会など、湿地保全に関連した登
録団体のイベントが全国各地で行われます。
　ラムネット J では登録団体の活動紹介やラムサール
条約湿地自治体認証に関する記事などを掲載した2026
年版のリーフレットを作成中です。湿地のグリーンウ
ェイブの最新情報は、右の QR コードまたは
以下の URL のウェブサイトをご覧ください。
https://www.ramnet-j.org/wgw

湿地のグリーンウェイブ2026

水のつながり、命のつながり。 ●
高
梁
川
河
口
視
察
ツ
ア
ー　
岡
山
県
倉

敷
市
の
高
梁
川
河
口
干
潟
と
人
工
島
の
2

か
所
を
巡
り
、野
鳥
を
観
察
し
、地
域
の
未

来
を
語
り
合
う
「
渡
り
鳥
と
干
潟
か
ら
考

え
る
地
域
の
未
来
～
河
口
干
潟
と
人
工
島　

二
つ
の
景
色
を
見
て
話
そ
う
～
」
が
5
月

10
日（
日
）10
時
か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
。た

ま
し
ま　
干
潟
と
鳥
の
会
の
主
催
、
ラ
ム

ネ
ッ
ト
J
な
ど
共
催
。
小
学
生
以
上
定
員

30
名
先
着
順
。
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
：

tam
ashim

a.higata
gm
ail.com

ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
が
実
施
し
て
い
る
久
米

島
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
2
0
2
5
年
度
成
果

報
告
会
が
、
3
月
15
日
、
沖
縄
県
久
米
島

町
の
イ
ー
フ
情
報
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
ス
ポ
ン
サ
ー
の
パ
タ
ゴ
ニ
ア
、
プ
ロ

久
米
島
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

成
果
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た

諫
早
湾
の
閉
め
切
り
か
ら
29
年

「
干
潟
を
守
る
日
」シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ
た

ホ
タ
ル
館
、
久
米
島
漁

協
、
そ
し
て
久
米
島
町

副
町
長
も
参
加
し
て
の

開
催
で
し
た
。

2
0
2
4
年
に
久
米

島
町
は
「
ホ
タ
ル
と
サ

ン
ゴ
の
島
」
宣
言
を
発

表
し
、
こ
の
行
動
計
画

の
中
で
ラ
ム
ネ
ッ
ト
J

と
協
力
し
て
の
自
然
共
生
サ
イ
ト
登
録
や

環
境
教
育
の
強
化
等
を
う
た
っ
て
い
ま
す
。

2
0
2
5
年
度
は
登
録
区
域
を
決
め
る
段

階
ま
で
進
み
、
休
日
に
子
ど
も
を
募
集
し

て
い
た
「
赤
土
調
査
」
も
小
学
校
の
授
業

と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
の
「
環
境
D
N
A
調
査
」「
リ
ー
フ

チ
ェ
ッ
ク
」「
田
ん
ぼ
の
生
き
物
調
査
」

に
加
え
、
高
校
生
に
よ
る
「
聞
き
書
き
」

や
「
渡
り
鳥
の
調
査
・
講
演
会
」
も
ス
タ

ー
ト
。
多
く
の
島
民
に
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
2
0
2
6
年
度
は
「
産
業
ま
つ
り
」

で
活
動
を
紹
介
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

湿
地
の
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ブ
2
0
2
6

参
加
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、「
諫
早
湾
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム　

ウ
ナ
ギ
の
棲
め
る
本
明
川
へ
」

（「
干
潟
を
守
る
日
」
2
0
2
6
i
n
諫
早

実
行
委
員
会
主
催
）が
、4
月
4
日
に
長
崎

県
諫
早
市
の
諫
早
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
漁
業
者
の
平
方
宣
清
さ
ん

が
漁
獲
量
の
減
少
が
続
く
有
明
海
の
現
状

と
再
生
へ
の
期
待
、
弁
護
士
の
堀
良
一
さ

ん
が
諫
早
湾
干
拓
問
題
解
決
の
展
望
な
ど

を
報
告
し
、
有
明
海
漁
民
・
市
民
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
菅
波
完
さ
ん
（
写
真
）
が
諫
早

湾
調
整
池
の
水

質
改
善
と
防
災

強
化
の
た
め
に

現
状
よ
り
水
位

を
下
げ
る
形
で

海
水
を
導
入
す

る
新
し
い
提
案

を
行
い
ま
し
た
。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン


